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4 0．0〃 θ．θタ， ク．θ8 ク、ρ2 オ， 4．6
ク．oθ θ．〃 ∂．！2！ ’．o 3，
8 ．020 ク．2玄ρ ρ1〆40 θ、’ 2．ρ
10 〃．〃8 ρ．θ！ 0、〃7 久ρ 4ノ
5．夕
1．o
！！ ク，o！6 ρ．38 o，2？！ ク．〃3 3．〆 3．z
！2 ク．θθ 〃・！2丁 θ，θ60 o．ク！ ，0 才、
3 o，ρ32 o．〆o 0，223o、ク6 、 一！5一 ク，ρ80 ρ．β ！，ク20 0．／ 3．6 4．5’
? ρ，θ！8 θ．！6 o，！4之 〃．03 3．0 ．4
20 ρ．θ25’ o，！33 0．2夕θ 〃．08 3． 4．ρ
2ノ o，04θ ρ，！23 ⇔，180 ρ．o 4、 5．ク
23 ひo！θ ρ，4’2 3，2！o o．’2 ? 、












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































T　S11 1← ｜?「 ｜｝?
一，一，● ，●，，・ ? ，●　…　　　．⇔●●’．一．・一
40 「? 、
一L． 」
1
・． ・ ・，
一t　　　　　　　　　　　　　　　コのロ　やぷセ　　　　　　　　　　図1．毛テ㌦り概i念回
ト同ンメン1遠度ぞ下
1弓を‘妾食し，　よリ芸雫く発達していく。　O），
（2）式こ才それ乏“れそのときの歪nと塩の保存の式
計葺に柄いた毛デしは，K品uS－Wmerの錫Z“ある。
直1叉元；毒羊iW∈〉房モデ，しK疹づいている・
モデ、しの輸＞1回を｛臼1～＜示す。
房のラ茅ご【7水…超7筋ケナ書z“そオτそれDアT，
Sヒ表記する。基厩赫呈式系ゆ欠の3・の保
彦則ρ〉ら与る、
艇蜘吉，殻倉式であるが，弓崎次なのでRun　e－K品a法
熱禰・…・・gc喋・恥9・（W－T）砦
塩鵬…つ嚢・（ぎドs）鶉
（り
（2）
坤犀酪…lp（5ドs）・・（㌃T）｝砦＝醤（・）
解くべき方程式承はフ3元連正さ曽概分方程
　　　　　　　　　　　　　9乏“教値解乞ボめrこ。
3．耗果
　結果｛才、人エ衛星力）らo）識）氷嚇・樗報ヒ比
較湘ρごでaる↓973つ毎．培．ち4与（ミついて
求め口㍉ジビはw・∂a・～～勘ヂカ寸現れ
始めた’97与昇の結果乞示す。
　言す算された鈴βフ｝く温の愛4乙乞図2K示し
た。測蔦1ら一｝㍗μ｝の測蔦之“は7そこの期が観
瑚尭2～、o（・1♂」・沃2）の熱茎う｛ざ⇔γtゐと
こ二て“，9は蜜度，Cは比熱，（フい4熱膨最結氷疏（＝〔1・86七）になり，弗氷するヒい
毛P由鋤癖，恥s・酩緒れ灘房うξ碑繰場㌔5（　　8　一皇x｝OJ・m）は鮫按
より下βの・k温ヒ塩分量，亘｛娃気・題詳の虜乞板に一lo。（w・㎡りで一定乙するヒ紺2ヶ
勲交侠量z・ある。 月tく杓∋当する。一方，三！i～リ｛蒼、｝5－）7｛てついてt≠，
　ある時刻に観劉された7k轟，塩槍鈴直尻移…昆合1ヲり｝＜温がzl、5（℃）まて“伶下するが紬ラk三鼠
芝初期値とし，そM以伎1舞羊〆矢知二熱乞う度には達しない，そしてフXi温極，トを経マ貝温
ばわれる乙しマ解と求め仁．　　　　　するヒいう佑孕を得仁．図には示さなρ》っk
　熱是換壇ほ一虚値（臥＝－100w・n子）とした　が，結氷しなし’結深L口っk募9～奈、｝S－）7の混
が，負際に伺財㎡2に寸べ・鋤・ぽ不明肋て・合βの采〉はピんどん采よりa＝！軒・’♂
結果は時間に対する変化z“仁‡なく熱交換星｛く　」㎡2）のとき650m」tミ逢した二“
時間乞柏「け医縄熱履爽量（Q；丁・m’ユ）に討す　　二れらの計算結粟と評価するrミめK人工衛
る尭化とし⇔とめ斥。　　　，　　星ヵ当の効氷〃怖観劉結累と比較した・図3
　熱をうばわれると低温化｛てよる鳥斑度牝がは遡ラ椀測薫、（ユ月1いヨ～31弓いヨ）の柾置
74
（U
°
）
2
ト
　0
一 1
）～：、㌧
’1へ＼、
一一一一一一’ ｜5～8～15－10，
　　｜5－｜3～15－｜67
　　｜5－｜8，　15－19
｛Full；FebJ6－Mαれ）｝
　一2　　　回，．三，れ㌫㍊；贈　　回3・編驚駕漂縦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て沸房〃｝ヲ蒙さ，・｝く温，齢量｛て対寸る依存
ヒ6パ，剛商紛舶Z〃・IP・砿’98涯性親儲のである・馳・らわ刀・るように・
示している。言γ踊がら得右結累は人工衛星g）結氷するがしないかし47三昆合β0）三釆さや・水温
槻剰結実と一致し，緬Kし輌叱旦積られた‘てし諏彦性バなく，鋤遣Kイ鰺しzい恥
風巨パ5－・7砿置に・ち腕2刷助ヅ醗重耽励覆が3生・弥わ治溺ヒ織くしな
し，ま仁結氷可ると見積らγしfく測、モ召立遣1て1ゴ　い・
ビこでも鶏氷が獺コされそし・る。　　　　　　従って，2月未～3肩始めに．ある屍…則渋、
　このような計寧結衆と人工衛屋の娩う）く飾　で海考輪1うの塩ノ分寝が升妬％・をぴ乙る値乞
罷…則続果ヒの一致は｝974耳以外の号に毛得ら　●していたば弓ば，その琴の．冬にその測点く付
孔之・・か乙の改吟．本研わモデ・し計迫にW旭イaが出噺る引⇔れゐ・
葺ほよい結采乞与えていると思わ孔る・
　毛デ，レ訂耳て’はど⑳観測点に対しても同じ4．おわリ1（
言解rタ魂をしzいるので炉詠するが否ρ・，そ　2）ヲ未～3・袖めの栽学齢βのw縄が
の原励ま醐底・肪・随，堪閲｝直ノ飾に鈍2％。遜㌘・・ると知・o・マも糸ち氷しば
、抄来寸そ）。そこ之“初其馴直として）毛）レ，Zいる遡　いこどわダ示ぐ鋼しfく・しのこヒ｛て‡〕鶴｝庄的に潔の
鞠劉データ1く立ち戻フて結氷するガ否ρ・は　ように解釈ぞ《ちる。髪｝洋混合角の堪／か榎が島
知は．れ吟のが詞べ《み斥。　　　い塙含｛かイ今い塙合し（くら・ぐ之ラ昆合昂の下に
　図4は4翻く毎るヒ兇積弓れ汽穆侭｛、乞oεPである渓房ハKとの蜜度差が、｝・さい・その亡めK
緯ドしないヒ嫌られ，ほ憶乞xεP故わし励遷が島・滅鰯のエントしろンメント速雇は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大aくなリ，采房フXの熱を劾率
　（°’。。）　　　　　　　　　　　（°ノ⇔）　　　　　　　　　　　　　　　，よく垣シ合ソ…ろ沫）（（ヒリ込よ〕こヒが’
　　　　　　　　　　　　34．534．5
S
34．0
33．5 10 　50　（m）D
S
34．0
33、5
0．5 1．O
　T
て“きる、その細私そのヨ論房
じま糸6ラ1くラ伍承して霧しなレ、き碁ラ釆4
りっづ’け冬を趣してしまう。
　何が漁凋で沸1弓が高鋤しレ
ていfくのであううρ㍉モード幻｝
聯也の鋤柑勇）御導と才乞
てい参がユだ司らfフ、で¢言ち～し、。
1．5（℃）
　　　図4．捗房の繊，浮さ，）×湿しの閑汗・
75
X－3
海氷下面における海から氷への熱流量
，ト　　野」延　椎（北海道大蓉低温科学祈究所）
　　桐・ら冬に的ての冷柚削ミ；加麟混撒1・勧漕す1てっ叔鵠呼均齢量噺少
合を起しながら）恒ていく．この網こ銅・ら値向杜ピるが，そ如註ヒして着層紅ぴ
大気へ奪われる熱ラ艦の実測は困難な亡あに糖仇埴介媛「d“漱る†ミあで，ごく薄い楊念を
ぼヒんど行われ↑：こヒポてrい。冬に海面が海■けば下ノ暑の癌三余量の麦イヒは承まう大きくな
）kて“覆われるヒ，　激しいじよう寸し1コ事F61」丁「れ　い。
るし，遠氷を足場ヒして利用できるにモノか∂＼　小野（円83）ほ，このような硲51くの激・塩
わらず，沌氷下面で為6・ら氷へ入る蕗洋熱流樋の特艇生6・し．藩ラ1（の湿度二塩⑳量の
量の直接測定にはタくの困難が存在寸る。海銘直飾ヒう1・吾†曽加の蹴・随6・ら渇洋熱荒量
氷直下の水温介布ほ，Ei視的には結氷温度の　「ピドある式として
譜㌶群響錆翻1晶響Fw・喋一Qp△砦z
温ヤ1㍍の揚の子均Wが考え油る］蹴だかを示し†㍉ここで即舗弄鳶識k，Q，P
らである。ゼれゆ之渇ラk下面を通δ海洋熱流は峠rとともに干多動する座襟系て’ほほ麟ピ
・量は，大気一洛氷一海洋系の熱収支において　見なしうる下層内1註っ仁承る塚さZて“熱
無視才相め，帳夙合わせ的に見積られたう伝牌．融解熱，密度（こ恒1‡ヰに顕．
，iまf：は数値言†算においていくっかの値を代塩タド量㌧気泡量oU執数），d⑨4zはZでの追
入して）ド奪やうk域余布の令づ最適値を蓬1～：な度勺配，△Hは△t日稿内㍉翻・戒モ・量，△z
どして推定さ小マき巨。￥れらの値は2～20は同時向内での積雪春重なヒ’によ331（餐（氷
W㎡2におよんでいる。　　　　　　　　　　層）沈下量て協る。こトによって下面旗岳氷
　ラ奄氷中を琉れる煕経を知って下面原長潜∩終5ト卒や，＊層熱含量蛋化を推定する疸手
熱を差ヲ1けばこの海洋熱流量を知δこヒがでがなくなう、Z仇煤丁の温度と塩亦量値をも
きる。しかし．下面灰長潜熱量を正確にボあり奪丁4H－△Z∩司（栢を作る（友3いは融4・す）
訓口さ氷傷増加量のほかに季t＊率㌔知る尻要熱を鞭すトばよし、∩で精慢よく更脊3こヒ
がムう，耗〕陣は温良や塩余量の肉数である4ぐできるようになっ亡。
6・らそ砿員いは筒単ではない．さSに＊中熱　▲回の報告は利田しうる丈献千奪料を用い
経「き樋」平均Vしてとらえ†こ湯倉’・にはう1ゾ警τ，埼ラ羊i熱iた量の賑速度（〕～～るし‘1ヨrう、（奪）
の熱含量の壼化亦も考慮す副汀要がある。　依存歯降を日月弥に寸3ことを試みる。しか
　McPhee－U｝屯r並～iner（1『82）は北極滝のヲ¶｝湛　し，上試「の△Z　lこ相当寸る†e録1苫1曹ヒんヒ4見
地FRAM｛での＊申湿戊｛踊こ，鹸量，成長遠うtパ←ないか～過ま《音料を利用寸■賂
欝轡らこの値榔2以下でムるヒ馴芋麟辮講箕満澤《
　涛氷の温度・塩介量「の銘直分才Fを見ると．　ら昭和基堤魅氷て」の‡丈WM之にい†でる戊ト奪
成長する海51く下面に固定し†こ禰座標系7冶ヒ俵存1窺降を整璃して，気候敬値甘辞に組入ト
払わ1弍ほぼ走咋と更なしうる分・布を斥してる濱｝ラ1（モデ’レの功洋熟漬量のパラメタ化の基
い⊃こヒがわかる。すなわち．姦層は気温に在音料としたい。なお，！ト後このような観美
りトて麦化するポ，下面は学ド締斗温度に保毒・ら裳刃1テ㌧タを蓄積してこの佑存肉降細R
h←ておう、下層はほぼ直緯的な温度勾配を　らかにしていくば要がム36ζそ爪湯合の硯
も・ている．一オ功ラ｛・噛樋は素面｛祉剤上榴意卓などについても考療を加之る。
ボ嵩培aトて二tヤノ警にネbト値をもち，丁面止く　〔文南だ〕McPhee－U疏r論lwρr｛『82　JGR　87C3
‘e再び嵩齢ヒなるヒいう⑳奔をしている。　　　　　小夢ト延Z匡1ヨ83イぴ渥科学A42．
　　　　　　　　　　　　　　　　76
X－4
リ到オ・未し時ら融裏化／タお」砲牛
　　　　　　　　　　　　　　　　　前晋爾（綱）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人工に璽写夏辰則b、㌧ノ⇔M入yセ↓翻咳矛z∨蛇榔中，4θ下りめ巾エあ吟
b、d之蹴q「献セVあ・↓リ，　オンプ1し島1♂P乏し　の1淋φぐ惚土んピ看くZFつ　2い　「5ニヒφ＼ノ虜セ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　例ブ乏（2。二qれあ島氷厳天⑳可能捉εありの祖人島ヒ啓つ立。
莞丁嚇主吻伽㌧t醐壇勲㌦穿『㌫㌘鞠霊勧麟㌶砦徹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　存o…この舞募P“｛珂∩牛月！δθ4氷縁ε手グ
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X－5
人工衛星、弘像によるリュツオホルム湾つ舜氷観測、
ヰ、鳥秀尋（電気止イ言太学、．前吾爾（極地研）・・L・句　恭（極地研）
　　極軌貞気象衛呈～oAAンリーズに吐高別さ入5足着氷緑．つ特飯的なくぼみ〔婁1い八昼）
分解能放射計（A＞HR良）が’塔載’さ八てお〆、μ月ヰ旬1こ行われた航皇微1こようり⊥ソ
リ、（可剃，赫タト㌧糾3チ・パ・のバ・・⇒上皇楠氷繍で鋤1⑪たハン
分解茸も！．ノ　k伽っ画川泉、データバ退う人て・）　毛ソク　（氷丘）り分布ヒよく一致3るこヒ・
る。　膓唖地でf・’つ画像デー9り知呂乏（馴つ・e）・Φに示した）なピ佛掲げら人る・
年間1血して行なフておリ、データは私気テ
ー フや1こ言Z，錬さ’hる，
　今1弧／9ρ3与ユ月～冷4年／川で
つ　リ　ュ　 ソ　オ　フ仁ノレ　ム、ノ弓　∫司辺4）海氷の多力　ぎ　］…」　こ　つ
八V叶R良画像、tイ吏用して規測した。　主な
特徹しして、2月一∫月までの期閻にリェソ
メホルA湾内の定着氷ぽ1』八，そ」・力鴻外へ
免歩、し，
4責が最・1＼ヒなろこし、　そつイ灸『月千句才でつ
期間に丸木八培内に入り込升、9弓一翌耳／
月上句才τはめ全体乏足着氷爪復・てしきう
こし、／セ？86臼育、仇Lんqイ9前κ隻．に観
　∂たこ人らつ特雀欠ld／ジ1年，〆P”ユ耳のA
VHR、R、画‘像睨別1こよリ得られた璃永、つ勧き
にもヨて弓手るつゼ、　／年周β月でこつような・
4カき．t繰リ返，して・ハ3．Lっヒト慰・わへう。
　次にハン毛ソフ介分布し、・）る領斌に者目
して、ハン毛ブフじtつ周田つ足着氷ヒつ梱
翼、ゑと∧VHRR重パ峯t解払ヲるこヒに」り
∫月よ句に蕩内ε占めろ足着氷つ面辞fψしよラヒ試囚「と・表．向状徳八周田つ定着
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●国電（赤羽線）板橋駅下車徒歩13分
●地下鉄（都営三田線）板橋区役所前下車徒歩7分
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